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iご l立!寸る究 3 

t!'.¥ +:.JJゑ退色7目黒色袋、活と 裁を

およびレンジナ様 1-_ 潟舶の JJ三態

HJ 
♂1) 

Hiroshi KAWM1A: Studies 0¥1 the Hリmus 1"01 

Forest Soi1 lH 

.fJumus 1'or111 01: the black sui1, degrad(c.d blac.k日oU ，

T(，~仁l 目。il ， yellow sc,j.l aDc1 r日γldz:τla-l1ke so� 1 

姿 設 2 ，\'i-iO)fÜイ潟村、 uζ引きつづいしわがのはtH本土壌のぬ!iび):lPiií，を民りかにす
るほ的司会もっ仁 J叉-l::l;J'，}j3_)て色烈 j}、f，jよし泊、 f~:; ， t:.s お J立 j.およびレンジナ様主のP寺弘作の、
析ななっ l: :::，

人\V~~~~J 淡 i 土， A 隠のJ向精般のゴ山本および C/JCj がいちじるしくねいこと 2 波紋キよぴ:全潟航機
のほとんどが A _!fJ!潟佼慨に鼠レ ， J log k! お上 ζdlog んが小おど， とくに ， Rf がいちじるし
r たさいことによって災者づけられた。
汲イ1'1;1思照的土壌は p 泉州，..1 渓とべると A で ω治 !:Uネ ;k; J::び C，jCj 1ιが(f);い Y

!.: , 波紋および令肢は主として A および Po 主浪費支でs 一日;fJ 13 および B
していたと店守 Jlog ん1 およ ζ戸 J log /(2 カ守}:f' ノ~ Rf j(..iトざい点、ヤ， IJj りようなが認めりれ
~. 

持、 f斗土および 'b~{f:，【土は川県f:t!l~[， 公民間般の主ill.d ヰ jr~.'!尽く ， C,JC; J七もノドι むかった o お
よび会ií有機奴U PC'C~Pli の p ?:t)J:'_;S ザi険心宇潟[ノヨんくに， Rf が小 'ð ハ ζ んによっ℃特徴
ゴけられ fょ。

レンジブ. +:fLiJ:!, Ca jf;コ l泌和.~I限/)める'叶J(tがとくにノ\きし 1ζ と l亡よづけら2レL

jこ。 しかし》 ノヤ潟十去の ClI/正以上以 η:>ìü ド fごと i l'j:Ul1i}t 0) Wí 在ノよし 9 除機丹念
Hp )\:1，邸主 ICa りお d，び主任殺は Pll~Pートソ店料品1般に以レ、 ncも託f i;ì:/]'さいね!i 去ノj、!ノ
ート
，旬。

:キJ 波岩手どとのの Rf L J log kJ はいず才 d もが、線三日られたがp それぞれの日I
Jm. :i¥: 11. ~J]りようなW1)5.'が認められた》との工務一上 Jお}干の丸杓 1主任以!I~t:: しているものと}/.tわ
れナニ。

ど はじめに

51へノ71

:;f;I::rJ ! ~t !TS 2 の潟立ふ、外 ljこ日!きつづいてp 虫色!:.J丸 江戸仁 J:i4) 、[~~ --L~ よとF t/ -:.ノ

ジゾ依しのお jj主のついて市iU'Iイイ?な_.) }:::りにれいのお l二淡ご

るとと勺泌められ/こ(!)で， ご ;IL らのれとっし 1て?設、

2. 1共試土壌

/;--Iliì 供試 十tô;くのとおり 1 あふ (Fig. 1 ?:;:JFOο 

1五 hl、 P 17-" "I，'(!I! て凡お将史が，九て=YéIJr!Fj 向

1"]1'10' ....Fi] j 判 tiL lb l;iLLY jf Illt司白阜i、

I 97Sij' 7 fJZ8EI:菱烈
(1) :L じよ今吉1\

それそパ，]111)] i:J .:う

士淡 For. S�ls ",4 
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第 278 号

Fi必 1 Rえ料j)UlXJIむ

Loc乱tion ()f the selected soi]s , 

J) Niimi 6) Anamizu 

2) Dai口l0n 7) Kano 

:3) Wadayama 8) Hakusancho 

4) Shionomisaki 9) Kiyomizudera 

日) Yamazaki 10) Mt. Ibuki 

大内 P14…一 上災ミ~mfJ良日/小J\吋匂P広段:ミ封お;1災;誌ζí'ド円1仁可rうH向11陀1ち j仁:i白B '1~:討'S戸J林木 1器管斤内:火kた;門[悶認イζ有吋g 林

1干杭1証1]はmdj 巴 φ….日. 匙'Jミí，Ji降t(tlPl~初羽リ山来と旦l(ß王日 HI!Jj)!汚判1刊J.FJ~平有] ん

j討漸~i，桁i)j脚印仰~p 2 ，一a ‘….いJ 巴和:紋状山i山LI!潔泉 2I-î i手議;郡、おふ，!1旧民:fTH

LLI 品i~" ‘也

穴水".， ..ι ) 1! m~ 思，jUli;/'(/}::~1]析的l\とぬ .I .f:

蚊野 ."..ご二 tfU;U支

(11]1均・. • , rWl ..1:: ---;';2~部 iよ 1 iJj i!lT民有林

?品水守山‘

{J上 i次 dí' …日滋賀県波凶ìif伊吹町(伊吹IJjJ的

Tabl日 1 \"こ 7Fすとおりであった。

筆者は， jzi色士壊と退f己主~fjlP{ f'立 LJ漢とを， ì火のようなA販の色郊の相遂を基準にして fmT~j主的なほ分を

行なった。寸なわち， AJ訟の色調判が， í!lj皮および影皮がいずれも主として 7.5YR ないし-)'(i)(J 10 YR 

の 2 以下のものを黒色と漆とし， 2/3ないし3/2 (7.5 YR の場合がylワを廷するものを泌や~ITU黒色十J惨

とした。退色裂JJJiち i二壌にはち A2 J認ないし A 潟ド郊が 7.5YR ないし 10 YR 2/2 J::fτの色調を示しy

A1 溺ないし A r長gL.i~\だけがill19，じているものも合めた。

ど今トE切iH供j共も恰主試t し 7たこ :ü掛

F潮l認t 由附t官lp 2 の叉尽l色 ]J奈釦lは立ふ~ ì'~抑燃;vl は姉ド;京1程uバ隠t符'j 1郎1裕1の潟j伴主字i設f刀[:1仁一 U::ζtj小jト、!仮j琵民民郎伊汚Fj兵i J出Wf~羽対弘.Lしノて い 7たご G 搬i郷吋証判祁111イ千刊付、リず近lιi'" 勺di引ご lは立ふ' 乙 Uのコ {ほまか

iにζj込r誌宅色土主壊長の分干布b はまだ)~D られていなし、 とのヰー壌の黒色の AJ汚は尽きが 1 m :こ遣しョ 下腹 (B関j

i立赤色 u慢であった。

この土撲の--{火紘後jiillJiY:拙は Table 2 Iとえ三百とおりつごある。火山j/ラス[土少なくて会大部分は白地裂

の?是正 iの風化物からなる ο 滋在ずる石兵粒子はいずれも苅がj軽減して， TìHもこなっていることから，この

ごと壌は;}::成の二次的段議:防と投;士された。

伊吹IJi (レンジナ滋土) Lt , 伊吹 ILj]支部のぶ))く沼地帯;こ出現ずる u わが uii のレシジ 7 線一上についての報

告はきわめ℃少なく F 然自ら 9)10) の型補返却， およびJふ烏，ノj、57318〉の沖縄諸島 lどおり/:j報告があるにすぎ

H 土色;ま枚~t手こ十"， H~ (慾体ノJ(gt技術会議容日本色彩wiJt~)îr;\:l，富士、F~_::C;~， 1965) によった。
地2 80~150メッシュのフラクションについて制定を1i なっ党。 ζれらの PJ fE l;し本畿二とじよう部地京阪究室長本立

iE翻 l~:i::のど際主主によって行なわれた。|司氏に対して，心からのMJ窓をミをする。
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しンジづ tí< Rendzi.na拘 Hk日 soiJ
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meadけW

(il Remark~) B1D: 泌がTI'k~l♂l的土淡 (M:odcrately Jj.)o�;t bl.ack s�l) 

(BI) D : JJi 1:~:グ~J.i(~~M tt ;,í\ f、d;J:l見 (Moderakly moiぉt degrad収1 h1ack.叩il)
RA: 昔、 f~土 [Dry red so匀 (LOOSB gran.uJar structure type)) 
Rぉ: 1'1:ttiウ;{!.:，_-_1_二(Ibid ‘ (Granular or nutty sLtucture type)) 
YB: 命令'~r: 品、í:'~.::I:: [Dry yellow soiI (Granular or nutty ~truじtunラ type)1 

Ren D: .0:首都5 怜レン ν づ続土 (Moderately mo;sl rendz匤a li1刊 soil)

ts. (,.. ì む

ノト[''I{九えしたレンジナ滋トj江 .LJæ. 分;f]Uiii 本羽 ft (1 i5 万〉宍 ;;:[XI:)r!i\ 2iJ;ではイ;子火 3 統 b iζ しヲネg1:主

.ffli� j二止して iベ分さ ;γ仁 C ì どlιt しかし 9 ヤム ti はごの i二Lえよ，しれがい1/，(;こ IJil: する rtl性、当:-:'J 設立J，Vチこの AC )~母裂

の 1:)索、じ ì-~lj急性心a (J)冷rF: 1皮がずこぷるく， A2 では詩t HCi内発足 tt':~]，られる凡などの特徴から F
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Table 2. 搬出甲 P2 七;爆の---~次鉱物品ilJtlî:

Prir刊ary m匤eral compos羡ion of ShîonoηlÎsakí P2 soil 

林業試験場研究被告- 54-

(Part in 100) 
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レンジナ J践ととして妙、うことにしたc この“L壌は以下 lとえ1';べる形態的な特抜から， KUBIENA刊の Brown

r巴ndzina iど iE[~、ものと思;r)れるつ

この土壌の断Wî形態および椋止は次の止おりでこち勺だ。

A�: +-""_'1 Cill) JfL木知i遺体。

Al~5cm) ~込縄住 (7.5YR 3/2) , ;潟摘にず乙ぷる箔む， じ i 1ß興 CfÎE!(:fD そ合、む， CL，悶粒状構造，

潤， 主主本主義の1mね多 f A2 とのj章界i事I。

A2 ; 40 crn，階潟{弘 (7.5 'lR :3/:3), 腐fi1ïにおな， '"1"大勝(石氏お)多， CL , massive, l'史~ if,l[j , ~qfヌド類の線系少P

B-C との境界明e

B-C: :30cm，総11>， (7 岨 5 YR 4/4) , ;寓鱗をfììむ，大'i'機(石灰岩)すこぶる多 massive ， rr弘 1仏線系なし， C

とのfjtW~札以下 C。

樋~t : c1江本:r腎〉イボタ 1 ，アズキナシ 1 ， (箪:木階)シモツケソウ 3 ，アザミ 2 ，

ソウ 'r" フウロウ 1" ， トリカプト十，オオパコーj CI 

しょう，

イブキジそコウスゲ 5p. 1, 

その他の試料は，いずれもわが闘における森林土壌のそれぞれ.tu当するーと淡犯としては，ほほ標準的な

形態を示していた。

分析方法および鶴植離の分額方法3. 

!二壌の化学的'r:I::~~ ，~筒折互の形態の分析JJi玄::t;よびj露縞般の分泌方法 J土 9 いずれも第 2 手長引と!可様である。

供試土壌の化学的性鐘4. 

今、 imi共試した土壌の化学的出資は Table 3 に示すとおりであったの

黒色 L壌は，新JiI. P 17 A1 Þ凶以外はしづnれも i好投性 Ca および Mg の純平r1 1皇J立低かった。祭若手;む際

色土壊の化学的性質は必ずしも斜阿i也i臨む影響を反映せず， iff主主役 Ca および Mg!こEZむ Tyγpe と乏し

?図の洪試試料:まい?れも之しい TYI犯に隠すると考えられい Type カsJt~ られる ζ とをイ~Í1有したが3J

る。

同 Æ寺 iC pH もいずれも Aュ!議は程換性 Ca および Mg の的手11I!tはかなり Iおく，退色型紫色!こ主義は9

高かったが， A$ J誇 JZどれま tti一弘の飽和 11支はいちじるしい減少症'示し， pH もかなりの低下が見られた。

議糸車[司:討を形成していた穴水 (RA 恕 l~壌)の Am(Rr) !とj以外 !Z，いずれも赤色土および笈色土 lふ

carbon 合1'íヰくは低く ， tlii:換性じa および Mg 企'('.1'11皮も低し後肢怯を皇していた c さらに，蚊N!fの A-

B(R1) I選以外はじ!N 1じはしづmれも/iõ.l_Jく，有機物の分解j訪中与が不良なとと 4と/j'\レどいた。穴水の Am(R1)



森林、土壌の!~$hú に到する 1í)}j~ ;r~ 3 報 (i"J dl ) ....... 55 -

'r日 blQ 3, :L 憾の 11:ザ(約十七 Jfl 
Chemkal property of soil 

fGnE11")7basls) 

試料(:'， I JJ1Q¥'1 I 1St Jr. c;.' I C N i I Ratc 01' pH 

Sample 
narne 

, "じi竺.! I 

然'f'~ .::1::.詫 Black soil 

J司I I A1 28 , 7 I Jι3 九 2 1.:) 7日〆 2'0， 1 i :1 , 29 I 30, 6 , 4,.2 I :), 00 
l゚ ハノ 17 o ? I 77 22. i 6 (3秒 4 1 0 唱 41 0 , 14 I 0, 6' 0, 2 I 4.85 

トJ i i IJ17b  J181340 ‘ 8 I 0 , 47 I () 4i3 ,;' I 0.13 i 0, 11 0,:3 0, 2 i 4, 95 
mru I:"l! ! I i3 守口 1 1. 91 I 0, 13 1 久 7 I 20‘ 5 1 0, 14 0 , 24 0.7 I 1..2 1 5, 15 

大内 j¥} L2 1 1(,.2 ! 0.98 ! 16..5 I 46. 守 O. 向上 68 可 4 、 1 I J.6 S.50 
D日 Íll1 0n B1D! A2 17 13. (; i 0, ;8 li , '44 , (, i :J , 68 I ()‘ 7日仏 31 1, 6 5, 4:, 

1コ 14 I5 フO ト 7 ， 79 ()。，:1 3 i ~ '/ 1 30.6 I 0, 81 〔)‘ 1b ス 7 I o. ,5 i 5.30 

Al 18 i 0，コ()‘ 6 48. J i o. i (). 1 S 0 ‘ 5 (). 4 , 45 
Az 18 討. 43', 0 , ,]4 24 ‘ 8 4[3 , (; I 0.13 1 tr. " 0 ,:3 I t1'‘久 4U
I.~ :3 0十 0 ， 08 I 16 , 7 >1. :1 tJ二 tr ， 1 tr. t1'. I 4.40 

Al 1 () '1 .゚35 I O. J己 23. 勺 45. .2 i 0.6ヲ O. 21 I 1.:) ()‘ 5 ~. c刊)
A2 20 I 9.7 ,J I 0 , 26 1 37.4 1 55 , 9 1 0.27 I O.Oil 1 0,:, I 0.1 I 4, 75 
A'l 3() :S.日]. 0.16 36. :3三2.4 1 0, 1'0 I 0 , 12 I 0, 0, 3 I 'i. fj() 

/¥4 ,30 :35 i 0.10 i 33. ;-j ! :32 ‘ 4 0..1 I 0.16 I C,.5 i 0 , 5 4, 60 
A-B i:30 1.乙JiO‘()4 1 30 , 7 i :l l, 1 I 0 ‘ 1 0 , 07 

I,j 50-+ O. .:36() 白 02 I J. 8 ‘ O 乙O‘ヲ \.2711.04

iG;予h ??11i、if~~ 土がE DtgradedT，]註ck soil 

新見I I 1~1 1 ~}\ i~' ~'.n I ~. ~~ I ~ ::' :;l ! ~~. ~ I ?‘ 25 I .57 I 38. ﾓ I l? 9 i 5.90 
(}3J11> <(11 7 ， l]ci 冒 C 、 ι()i) i 1, 53 1 6 ， 0 目。~) i 5.20 

Y日γDlt、 8 I 1. ~::5 " ().08 i 1;-). 6 'l~ ‘ ;0. �. 12 , 6ilO.2iS , 30 
土、 nrrn .r") U ヘハ 3 、 0 ， 1 }.6 I 5.3:') 

111i1121|lJl 九 CQ D. /.，く U l ..f.品 d10505‘ 60
1(lif)Dl CJ.A2: バ 4 :56. 2，、品。 i 7.2 3 , 0 I ~S< 15 

Y21IIIFtRaki 25 2.0623] 工(l I O. 入:Jぷつ 9 1, 4 

jJイj~、 士R.ed so�1 
ー一一一一一一一

I "\お]31Y121(((iiRtJz3d) >
'1 

RA 
H 

AV13FR(t校d37 1) 20 

rnisaki 
RB IヲIff 30 

]3, 10 

11'予 A.JヨR(Fqf11) �8 
}え g 1日321((R2g〉) 

2リ

41 

1'¥ i:. Yellow sO.i I 

i11f1 a i liFl I (yt) 戸:~ (一j、. :3、 守1. :') 4.25 
kusan. Yn II (Y 2) 4. 

cho 立I(Yg 6.8 5.20 

/Jくn.lzで1ィ、1Jw , BfAtz1(〈〈YYY1ρgj > 13 
YB 2り 今 1 I 4. ~;)5 

正l巴ra 18 14 , 5 4.80 

?。VILt.1PIb;ukiii! 
ノ'\1 5 18 1, 85 10.0 85.7 70 ‘ 0 1 9 ， O'81~7 10 , 5 i 7, 00 
/¥0 40 11. :3 1. 23 9.2 ó2.9 仁;5 、 7 3.2 50 0i7.75 
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j替の carbon 合千jネが災常にidi い点~::!:，けんちょに発浅したß1j糸網の影響 lだよるものである。以 iρ一部

のザIj ，.'司を除くその filiの諸佐賀は，わ;ó1 \.J;1 の森林 f:O)述、色ニヒおよ といえよう。

レンジナ様 uふ pH 7ψO ないしそれ以上の I j:J Ei ないし徽説法性忍，早e い tt~11免性 Ca 飽和度'(土 82c~~105

96, Ca 十 Mg 餓nu交は92ハ .110961ζJå:~ したり /\2 粛の Ca 飽和皮が100%そとえたとと Lt~ 滞日引によっ

て発泡がJ\'I，られるように多遊離の CaCOs のfJ'1~rもによるものである。 Aj'刊の C!N 1おも百，'~10 をイミし，わ

が!玄!の森林、 u哀の一般伊jから見ると令とくに小さいとい丸る。 この土嬢がiwrii:制友商(1， 350 m) 1;ζ位置す

るととを:与えると p このよ弓なじjN 1七はかなり特異なものといえよう。

5. 腐植の組成および臨植酸の光学的性質一〈結果)

1lむ式二ヒ接の W~憶の紛ええは 'rable 4 i( jJ、すとおりである c

各土上長の特徴および約五関係を I~)j らかにするために~ A!~Iの会!留経i綬および会 7 )V オ、訟の封l iJF札お

ょこ，r: Ch/C_f .1上i の範!'J.tl~f: ~がíf↓11 ) も含めて

Flg.2 ，ζ;;r:したの とのj易合 lご (.~l~ 長ノ土ðJ~立!d::. と!号機 lと 21

期のj包媛、)tJjにかなり下似した生成過様を経~WJ Lたものとお~)立さ

れるので，赤色町;句、l:-.tð じて扱った。

間続Eまの光''1:1'向性伎は Tab1eらに， 潟 i1\'[殺の吸収スペク i

Fig. 2 黒色土壌， 返、ll色 I 壊、 引くでみ二iλ 黄色f およ
び絡む森林 iブ'0) 立のお11災 (A)硲)
(1~ f:\~1* 林仁1;;l: ;ÝjlJk_ 4) から引)'fJ)

HU!l1US composition of the black soH, degraded 
bJ.ack f3oil, red soU, ye11o¥''1 soil and brown lorest 
soil (A horîzon) 。
(Data of tho hrown forest soil arεcited f rom Ii ter3 匂

tme 4)1 
4)"'Black 50Ü, O...l)egraded black soil, ム Red so匀 
and Yellow 叩il ， A.. BrowfI forest soil 

ぬo 8αo 700' 600 5∞必K) 300 
Wavε-Ie円-gth (門戸)

F1g. :1 供心\_::L壌の各1tIの持続綾の吸収
スペクトノレ

(濃度は滋匁〕
Absorpt卲ll spectra of the repr己同
sentatﾏ ve humic add ()f the seｭ

lected soi 18. 
CConcentration5 of hnmic acid are 
arbitrarily chosen) 
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Sample 
name 

Degnlded black ,;oíl ii1 VJ!;'J泌が" Lti4 

Red so.匀 4そ 3
、 JJ

 

Yellow soil tl:,: 
E l~j 
J 一、

0.10 
(). ?1 

rf:) Jt~織の持lJV:しTZ7 ラクションの carbon のゴ):1ミ公平JI'議 carboお ;C".げする%で]、した σ
Remark) 双umus composition is expressed by the carbon am倢nt of humuss fracrion as 96 の f tntal 同ì!

organic rnatter 

1<記ndzim\-líke soi レンジナ段;
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Table ()，府総般の光学的 'zt Jtl 
Optical property of humic acid 

~，lJ -f!!; ごと 士急 Black so� 

ìJ;;色主'J忠弘L竣 Degraded bl乱ck soil 

~]og .k 400 m!' 'log k 600 m戸
log k 650 Injt ..--log k 850 rnp 
carbon 100 mg/l 溶液の k 600 mp 

600 m,:t of Na"humate solution containing carbon 100 tng per liter. 

Po 
A 
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Table G. 月在日佼立) 41 10.']; kJ おぶ ~1 log ﾙ5j. r~ f <'~利己 1ねた

L匤ear correlatIon coeffic冾nt b日t'0/(:(・n ,) log k] 
。r ,d log k<; ì-],nd HJ 01 hcnnic aci.d 

u、 F(;
日也 {, 

Sりil g;roup 

tI log k1 :L; J二 O~ Rf Bet">:vc:'D Lf 1op; kェ and Ri 

Degraded black sり11 ;芝
、

以ンパネ本

り 字本

りも 921*本
目。‘や

白二本不

、

Red ヤ and y巴 jj川N 8u�.lh ヲ

6 log k~ および IU 日 Bet�ccn d log kz and -Rf 

r、

h 

にJ

h，.~J ¥ 

h…(1十 2 十，3) J 

h (11 つ 1<3)J 

11.1 
11 (J十

Bl品仁 k ~30U 

Degr乱d(う仁J bIack soil 

Red* ,mò yeHow s廿Hs

J1: 11θmarks'! LSf;および G% 司とおける r
同 I LﾍIJ.(I: ; Freedom 1.1己 7

Slgllﾌf兤ant r at 1% level 0.62:3 ()司 7ω().'TU8 
5% lev刊e凶J (打!.ι4必D7 (れi 、品ω':;!， ().司 66ωj元渇t6 i 

* í父立/Jh、 I'.h先与 ;\"， (Rlρì (βmりyceち1;悶E自討;バJ I打;川

Aえ rn，な (Rl) (01丸lyC台iむla1 layer) (οlf Ana剖;打nlz飢U � お exc !l悶え双川(j山1<制J冗dt 

。〉代史的な Fig ， ~i 、
♂
旬

、
i

ノ

ι
v
 

、

J
A
、

{初日liJ P 2 (Blひ ずつi.J)jO の ;\3 、 .A .B (h L .1; よ h ([:り t-，:3))~ D+ 

〈レンジナ泌 u (1)ノ Ca [Jl(l +2)] およ ふミ(じ仁、も

615 .I11fi. 1上〆 '!J;ふとして T ウヰコゾ〉て l!!C~CDrZ;~ i <、ヘ、かは灯、ほれてぷめられた ft らり 1及

LL 当オらて対 Pg (grccn hUl"nﾌc add、おとい'[1訟)ν〉形作;とよるも I立小が!\よ

A、トおなしぺ円、;じよ心、I':i:， '1，'1.災 j白州全 Jこがう〉ヲるためにタぞれ;\. j\.1 ふし、し Eより〆、 Pìc 山必殺と

)ノで jえノ1< しに υ

供与;-;ï:\:j:J~主の!伝 i"じ j 10廷ん.1 tよし、 L. ,j 10芯 /z ，) 仁).. R. f ミ υ) ノJ: lトi 決;

ふ ，1-乙.) (.0)1誌ノも l 〆j3 0)) う..， 心、 1('. j 、土 1 て d沿った J 三，ヴく u耗「ト\(i ふ，'1 J' 均三 )υ)

i\.m 汁ラ 以|、に j、てど，ように()) Bi¥. 1 法正イ.((、色j ぉ、ι

(J'"/!lI(t¥L i ..tチ)\ "�:;" i 、会←干 J. ふ A れ, / 、e'i "! 、....-"多民 、 ).. ; ~ ぷ山:糸おじびその れ

t) t .. ) 2~ il't ! 

い n 〆 ())J!};":;_j-もL! l 口g; んと_R f O)ii:\1 !ζiエ

の[liJにはさめてわな if Lt1 した 441江九千がよ:められた..1 10ι Å'J Ef 三 ω

.::1 1 のJ:~; k1 1¥1 

Fig , .[ 

ら t

Jこび[)ノ~ ~ -::j-， 1~ りとおおい との滋たも Fíg， 2 級にぷi 沼引のだゾ川、心 1 ' 1 咋 Jぞをちゃ しで

、 fブ守
、. '-" 
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日7

l々 f

06 1--一一一一一一_.-
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日

0.3恥~ 引一一一

Rp 

ハunh
υ
 

05 

0.2 

1.0 

09 

(1.8 

1.2 

OJ 

ふ り弓

全:1[、;;11;'11民 (h 0+2十 3)J ()) d log 111 

と Rf の!な奈良相関関係
(潟1与森林ょの係jl: U丈l絞めから引 rtJ)

Li n巴呂 r correlation bet ween d log il1 and Rf 

of tot託 1 humk acid (h- (1 +2 ト :cl) J 
(Regression curves of ì丹念 hrown forest soil 
are eited from literature 4) 1 
電襲‘.B!ack soH, 0 …Degraded hlack soil，ふ
Red aod Yellow soi!s 

Fi必日

加叩~-~--ーし一一~.J，←ー叫_. ..1.叫偽_. .......l.悩幽泊，........，."...，1
C.9 口.e 07 0 ,6 0.5 O!! 

" 109 /(, 

J立 :1~tIfjS ，f山!投 (11 1) 0) J 1叫ん 1むの

総制開会!係
〈初í'lti.j外 lニの ιI[州式 .l) かられ 111)

し í t1eaT corre]at卲!l between d log "1 alld 1えf of 
free huγnic ac� (h-l) , 

[_Regtesslon. clJ!'ves of hrown forest soil are c咜ed 
.from l1teratnre 4) J 
事語、B1ack soil , () "Degraded black so i), ,å 
and Y cllow so�s. 

Red 

Fig. 4 

累愈土壌の犠檎の形態6。

むしろ HA工iニベと~ carboコー合イ1'2午、が 1.1!~， J需に!おく F供試 LJi~のうら 1Jr 見1' 17A1 p~引立íU_J; (Í)試料

隠f(~ ï'J性絡をヂrr るも ω と思わず!?こ。との土問の会jl11 il'l 潟村T~ 全制血液および般ÌiJ溶潟総 (f-l a) の抗h11¥ 

2 冊子7 で述べたほ!tl~~森林:トの HA Wì とかなりの~WH以点在有するおが{l包(ノi)!ìi!，、包 iニ J:誌の:的;よりも低く，

このようなの'1，格を!泉 Hげるものといえる c

l\.向日):1:.: 1111 {H _N�f:' táおよび全潟本i~f般のお11 出来は?それぞれ50.755彰お

よび31- ぬ%に述した。これりの伺I:J:、対，; 2 HiO) 褐色紙林!ーおよび以 f::述/'.る 1[11.の J)表昨と lL>~ ると，か

こと{ま 9

その

これろの Hliはそれぞ ;iL31へ 58形および3，， 30%を;j\ Lt 各なりぬいといえる o A-B 語および Br認で U ，

HF:Iü ごとにいおじる)い.fHj[2ρ~Y!~J ち才L た。

お!;会腐ト丹波 (h-(2 ト él)) の玉三『己批i~f自主 lごメイ言るよLヰ、は~ ;{Jr Y己 P 17 B I後およびi\~j 自iJl P2 A B  J惑では約40

96前後 lと主主したが，その flliの治子土し、ずれ七{氏く， trace~' ノ1576 jjiJ後にすぎなか(よ:。これらの結合府指
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1
J日
y森林土1$!の j丸とれん

ワヰ i日 nマ(二a �{i n:l,[5t jJ~' () J~ ると 9 いずれも RZO'l 烈潟仙波 (h<l) によって r!.i;'Ì)r~~{ム各J::， J1f cD pB. よ

ら i: てし、ぞものと扱i立、:~\こ ο

it , O. 7~ト、，3. 59 ，<~万三q 刊、民L!.しつ A hニ ~JInJ L払で;ま /¥2 k:') /J, m日丸

j告jliJI;I l' 2 の/\-.1) /¥3 J; よづ /\4 い甘れも]， 50 Fl! ，(iノ日仏、 1]1; をイ、 lノ(0 ‘ 79' ]‘ :6) J 、lケ(ょ，TιJ、
i._.; j.やメJ-'.，

お;'I，i\ P 17 ，へ 1 野.í (1、ノ)立 11H/\ 礼'J!汁 l 絡をイ!とj'/-
y 、. , [ Ji.[;(;) ， ζ i¥jf I J ﾌ;; !liS 01[ (/) Jlil ふ

;手守)..〆:♂ノJ~ í ノ JRu j fJ F 九 289(:; 半し， l~ iI L 潟i

;;$SÆu[t険 (.i).-!.tJ. ~J ~お史上)17/\， 阪のあ :):jiiij~ jn'j t買力、 B 烈s 初日I B せの j~~ )，t，[:および杭般が p ム

よひ金約 t，i!:(r~ft (，ふ，制 1 ' 111 1 l' 2υJ ノ\g "B 川で'し、}.. ~-r.-
ノ ζ 三仁あ、、 l::.pタ1.. ~ιしいずれも f\. :~l;;{ 

1，、、'j
，ノ c ザノ{ て><ぅ.'二万九 T¥q f')2若手寺かqょっ ;ζA.".A 土

日(才 t{ 干しり。 i日およ口栄 1 ，'吋 11 i'( 1"設の.1 10%.;- ん iJ)f!t以上士号 0) (まと A. ど ji3iifJト主!:-j' ;yヘぉ A と hえする

I{f (立 O. ti1' L H むより;' O. 63〆、 JO. fì (ì.、 0.74 ，O. ,17 O. 与ふぷ\Og k" (J O. 58〆、()‘ 76 三よ

れらの {ífii(i [山び)古 J (1)防総絞ノミぷ，-"

-(1.59 J、

d log k{ (ct まれ fUJiご少、;てくラとく 410gL 17 ~~.ノjえしたの

?、，

日.l. ，

ーヲ 、

ハ l
、

く}えf カ-{tτユ山、 J 
ノ"- ,"_ /)'ノ.1'__")、九 L ふ iく， Rf k2 l-:x 0 、らじる L" '1 、

j_\~WHJE .tjú椴w陥柿(じの二1''Jがとくにいちじるしむ、ごル <~:>f~"4 も 0) と 1; リ三/ふ n

0) 、U:>iJí:\t1 係がJjめ
、 v 、" ,..-. 

3 、、リ仁 1).1.、(1) !'rI i 、，Rf 〆i log k1 し、ずれiu!~j![ およ石市

う H.fに~， .t_, 技'!} (/) -N'~r! 0'_j治、ぷj log k 1 品 ~}.:.-n ふぷう i:: ，ら才つに それ〆ア才L (1) nD :hYf :/iよ』仁小

l 、}

". i \,. ノ!
ノ

'J'J 
3
 L

 
骨

1

一
It't:L i議と[むヘ本k_L.J:; よ

どと手およ'，.，ノ)i向和〈のなイれふ l!diàN祁 A けJê( 1 結!誌を4iib す

f 
':>内、，~しく }\:.Ò (，、 kι')1 亡人 、仁く fご，校(lj ;JIL iii ヰ泊、~\ :;_'}.1 (: ìζ と予

Lf l日g k.t /~ 1( f けいノ\
Hf ずり三、, とんど太郎:，)が A おお点政.iè}刻íl'(散の

なとの必)"ょによし、荘一 予よ!受，1r;) [r 'j悼式における Alo広んの減少に(二七なう Rf のIfi べが

:、心。C t 1'!t,J_"J jン会れとはコようにバ~5} 1 うる

, ，大のとこど乞土 jJ<i日〕別院に i五H る !ji<( !i~ど以べ /3これら心〉結 qン〆今ま

が，決どf-' 誌万杓:主ょっ1{;[%\は以lJiJに F 汁，;[とはJ:l 1 出会ミ í'h:; 主ぴ1ú'j[ cí)災 /1、ノ}j']-_ti; (::t ji!-日

メ μけ，i.li;cも潟村UI~， oしさむし、 f こ Group 1 丸1;<'0了した8九 その t って 3 ~') (7)誌roup

相当するむ())J ffU�.:. :' i I る。

:と A 手(lLじ，i\~n ~土1 、 13cp、í1%IIiら 113123;立予 !J{-ti J と兵の川il刊をは/\.Jjll c ~土't- ， こ A 品限，

s、、し、.'~. ，.LずfJ. I当烈院がi殺に YH1!.!..:J:.擦の台nA.}'，'j潟市立阪が ri(fN:~

ゐ ι丈J ぷ η今げのf::í)~ ~l~J 心給:込とよくいう。かれら C)車むは，

/戸以

が Jít、 0: ~~ 

il.)、 11;))<;~")え;;I+;I (1)火 ILI もに j. ;設へ川1川し引さ m~~(i，'';J な特徴として含

11詰 h'LM!t まJ 合 10~が j::.. ふく CL1 �g l~ (.1 og k!On )g k州)ノJ<' l 、)Id ト，ぐ、干)
Jノノ\、

.1L /J~J\'O)( -t ?小、 i、減作 .HH-~Þi::! .~_: 1- .1 、 ~H.'\.. :-:' 'コノ'J '~日 I . .>-.:::...J..ft.t"，!:i": 、ことタ fま j;.'Ì件の j注11~'1t o_) ~{t ，f j" (al1ophan日の二?ノに) (とともなコ「

け ~'f Ch, ;C.r H~が吋~.U ご二にさし、土~.:: , などの消点が尚子してし、る川)H))問。今の;Ji/三 LI支;こ♂コしべAω

て!、るといえ

ネ !1ð_ J:W;~l{糸口〉斗~.ljì~分~#~で ~;L ~~.J:~ ando solI, PJ~l ぶグ:土 s 筋線〆了{ア U ノ ι ン土などともよばれれ、る。森川二L撲の

分総体系における主張1~，jニ主義のうち，火山灰lとた来するものはとれに該当するぴ

!立もほ:ま l::J ，t;f~ 0.) ,'f(fJ !i~!.J ;;t ;Y:;、
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しかし) _~)( LL氏J:.壊の潟般の C，，/CJ Hてについてはョ Jjl1JM1的にかなりの相滋がJZ られることが指摘され

ているが，諸日光者の結果L!: 致した決論を得るに主っていなし、132〉16〉20)2230

火山 Jy.土淡の特災な民憾の形態について， allophane の影響を，11，視するよもJ;~られる。すなわち3 久

おおよびJIl l:P8、は， allophan日が polyphenol の援{じ的 W] 子?に対して，娘、的な効果'2::Pi ずることを認め

ているつまた， Ii!\W 13J らは allophal1なおよび1\1 が pyrogallo1， catechol , hydroquînone などの協変j叉

応会促進すること，反応判先物は A1 と鈴似合物与を小Jt比し， I汲設される

ことを報告しとし、る。

土主義の腐しつ生成は1 t\史北約(こよ よぴ間合成の過程における f\: j羽生成物、である polyν

phonol , quﾌnouo 'hi! 主 γ ミ/険， 1変:百貨の総 fT によるものでベ省総{じはとれらの;@T-~1}における褐変反応

と考えられている針。

したがっ、て含 これらの 'éY;，ゾミ殺のがî5ド:Ll~ 火山氏 IJ議(ないし火 IJ)I;比七んの Kl~l~ t~:，Jこ [Jミ)における多量の

腐 !IÍ;(6') lf ;fji 2:: 鴎 f i:: i01h'.CI) 進行!と， allophane が重姿な投手H::'，:.Jl!: lこしている iUiï~ [j:~:示唆しているように

j目、われる c しかし，小 .~H:5，黒鳥，三王者ら 17) が)t;\ご報÷LA した h戸線のElJþî 烏の Jlé;)(.dl民性(よ!乱llophane 侔 

の:L: 色二i二撲が，今の火LiI)Jく f! の土壌と I i\j絞の潟村;の形態IYJ な特徴1::" ;f~したことは} ';込在けJj長の特 3毛

iJ!潟械の生成;こは， al10phane のBt'l J~は必ずしも必裂な条件ではないことを示唆していると思われる。

J 述G)農業関係のか;U;:j.fi {:~lf ::Jr: 1;ま，いずれも火IÜJi)<土壌の防相その止成を p 谷地域のJß父、í~T、の Mr生による

有機物の u家への供給とう)'frjllj出塁!と 3 さらに allophanc、の影響を司1:*見しながら把握しようと試みてい

るの

乙れ!こ対して~ 'i、1，\ぷr および火政HJ(j: ， JG)し州 .t:!!:h (D iJl; .gt.J :iとともな勺て :[;3J\ ずぷ!込12 :1 渓{;J:，新WJ洪Wi

ほから 1H jljj i* ~(i~l tU; (-ζ ソ伐された氏LJJí\である ζ~~ そのJ弘行iJ f主主としてノJ;辺げ~j!1G')遊休と -')';1)1立二次的

に流入した有機的が水レドに准よiii ノヲ lbiK(I'] 泌;j(!;(，1'1二工、で í~ít気rn な分解が行なわれた後Jご， i):~Hイ己，ぉf .zk è"' れ

、で主主!ふさヰもたとと， と才?らの色 U.長;土会除いて火IÜUたのが'/へは少ないが， iL学的諸ttl't fJ火 rli lJd!t

尽色卜tMとほぼíi\11X~1)) ttJリ?をねすること，さらに :1付Lι) /Jく);5(，C!コ生!Nil断言によって日!或さ (LIこと宇!J jむされ

る Jょ;色土壌が，トl 句会i自で，及、 11.J: (iJ:lilì，泊り:~Jtt. 1 j~~t r合 HIJJ[，'.， 1I1 ill) :¥1¥ ú)谷 ILil，傘、iι紙上などによられる

と 1 を;旨摘してし、る。

n\-f九上 j式 O)/\:. ，ぷ泌総はまだ、企に泊予 I:l}j ~~れていなi;、。三台高;土l:訟の jjよ色 LJiの泌総自主1 (ノ) d log k1 と Rf

とのÜJ:線中u却関係における、 r:í Íj :{:UÜ の tø g:~ 1b，~バキー Lや次紛でJJSべる ;l~ ドゾパノも合めて， fl)Jの土主義Hf

とはいちじるしJ く l?Ji. :'CI なも ω と花、えらる点は'，iH3j)表 CDLLJpよは~れらの f~5i\気候 lマ iこおける除成の 1)ゑ

2:: 1主主主淡なものであろうこデるl'lLiíゎ;とえ]:(:)るト:七九を与えるものと )，6' jじごいる。

以!このように， ~JJ fもミのlト;l' ，h(f_(~)ノき しそ ω:1:1;5(， 1亡関与寸る諸問 F!: の関係についてはp 多くのfI\JJw/、L

が2\1され CV-，るがe これらの は今[交の訓夜間うでのイれとれJ らたい c

1. i墨琵型熱意こと:壌の蕗織の形態(論議 2) 

供試したJぷffL721烈f!~1ソゴえの全 lr!l d:¥ HáJj植の llllliいがは約36". ，54%に迭し，/\および路線開ではとくに制迭は

\~，られなか η だ o A!Mi r))合 f誌が疫の jlll i .L\'十〈は 19..20クム C，， !C( ]:十J 土 O. 74 .~J. 14 そ子F しづ BI援ではし吋えれ

も減少をノjミした。符改良 (:{i:/i' なす AI訟のこれらの i土， ;，~\ 1:三土議とJl::べるといずれも低心部恨の褐色森

体 Lにおける対応する Bn(d) および BD 1\'):1::)裳とほ iXI:U程!支のÍ!llí といえるひ
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i、 li 引く1 ど JWがヘ「潟例般の般にえいおえ、;、!よ 7 、 4096 悲し，

f汽 fイジ;
ーと針lL 〆aP 10 jへ 1ごす 1\1反対日115どが刊し )11111そ/J ~し

日

L

-
v
e
i
 

nドその会料情l咳 Jご j己!?，てはたきな、宇，J，ぬる、らなカ為/;i主したが，

(1)] 才 l
"', ~、 t ‘ d

f本 伝す FJ C]Mg 畑Til J!乏からよ11 ると， 1\. 203 烈 )，'Jl'!ÚI" 乙 (h :3) 々、結合!日制限引

寸>')/.ち/\引でP 10 マ ;\1 土 B t;上 P" A" ;町議f および合がi慨し1.，

九 1:' ， B+ L A.ALI; た。 :11 ぷ?のJìA 介は， A1 1同{れ、ずれも1'0 A 日

i認してい:々が，会Jlij材i.!'ì去の上見合;れいj ど iL iコ P誌の彩がにめ C/ i'しよ〉

Rftl 仏 60へ o亀 C90.61 、イ).72 令tJ log h2 A および A+ 刀γれ8、絞め 4 log k1 札 51" 0, t:;仏

び.!! .l uε h2 4 10g!?1 んよ乙べ三) .J一世とれらの '{diî ~主上主ßの nF;/f.~~J:. 肢の A?こ。

O.C�2 . .0:1 .l Of~' k2 ß.ト渋 410g 111 i 立 0. 52 、 O. (応、していた o B およに， Rf (;上その児科1

ιj log !? 訂正人口、.J .l G&~' k:~ ，れらの nFJ;; A 、iJ京伐と.lt，ベRf (J O. 41 、心 59 イテ 1 ノた c', 0‘ 74, 

.J log l:2 0.57 ヘ o凶ちしPo 収可訂l現段()) d 10g k1 Rf はややノj、 LYfJ-〉はほぼ 11Ij程度の{rílí であ . i: 訂

.t 、
J、一d!og んこれ，:) ())1! 1I守 ß ヰム舟と L: べると.Rf !立。‘ 42"0. 必〆七三、した。;土 0.62'0.67，

っ允刀" Rf 民 ;ζ 弘、日;をしてし、 Iご。4 �g k2 りょっ t.i:kli~子/)1YlL 

IU / のとき司ノめてょいずれもt1 ]og k1 ;又 <~Q!~寸黒色七壌の滋出!tおよび1':!，延納作ふ

j 10父 h1 のは;よ三止もなう Rf相関関係が認めムた。それぞれのFij沼式につ三されるよっ λ

く Pとか !JBD烈JLD 0) nt~ f:~:、 L， .t1.~.:.::.ltぺおと低し、 ;Ó:'; ， 'J[j線引の托j色弱+よとの Bばd)

戸五百の '1 1 r:日と，~\'!J るよりもむしろ;;\'，1:とLUJ)IVl上いといえるつ

おけるJ.)，ーと:乃 *h .~K ~:: tÆ~:、/へfずるユ) ).1γ ぃ液)._ íコ{c;lぷ(C.ノノのふ A 

fl)jりように不されるといスる心ヰなイノ jろ， 3Jd 1!:~ ~!YU :.U~.1E:. :J:. :lj}{ では十足[(<1γ〆くると令/ト泌および念

ふ力む Rf (ユ)釘航機 J_) 引lH行事，じ よじり \1J;\;いこ汗 p 院長去の刊行手i\ J:I， '1以外 B えとし、し Po もた

LlH;.け二 J'iHìゾぇ部分が 0.7 Jヨ L-，<'2)了;したの iご対しア(: 弘主イザ1ιiム tj2v:Ji 、t. O. fì 以後 lj 、 ji よ日 F <';;jうる

ι ト 7
-""、ず

Ri 投入引く f)、なともd log!i1 (.人 Rf u) 泊事長持 f !~n (i) 1 {l1吋;式における，;] log んのぷ

v 日目、 ,. フ
二) ，、\ C l..... ιり巾〉。

し
〆
、一少

i ユ 0) ず i "t {j 山

J ーノ グ3

予一γF

〆

可、川 tいA 立íH校長〉のf81h)tt:1二十;L(/){lJb する ßD(のお:よびf_j_n一上波と iじべ

.d log: Nl /、,J .1og k1 L Rf 判r )_. 主主設は p.，.，、 Phlυ~) p :{~，Il花叫混じてい

〆、 J、の減少にともなう Rf (T)、明ノにがかなりお

、 ?]jJtl命令Jιよる長れにおいて，ふりはや l 

社 l 、lj子完件、 i二 (ßD'、~BF !2LI二与れ の 引においど)と HI ;i: されたじroup2 歩

するものと忠われるの

込村;ががマjN 1~~ :~t!_~ ;;tl1~~，土壌の泌物~[蓜 }~:~ !i~ ;.:t ，拐殺の Group 2 のι1:] 司法 Jこ。

~: '1 ζ〕 λi 、含う:.. "') 生成された符憾の混入によって，潟〈工1!11~ 料、Lii'J

シが i づ〉ト/一 1\"/:;7)--;4 L. 撲のj潟縫心生成がなん 3 かの t主流な生成問ナぱ)ffザiμj\問?し/、メマ巳 1-

るヵミ、すれあろっず》途r!i の役目でとどまヮたものか，

;HU1霊長待たな :}ìfl ばならないと将仁3 れ
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8 , 赤君主ことおよび業主主土の鶴楼の形態的特徴(論議-3)

わがtr;] Q)涜、住1.:1:.[む更新伎のィ'K~r援却にラテライト的な風化を受けて，生成された if ，j ゐ壌であるが日14〉219

黄色とも赤色:しと類似し，た生成i易相そ終たよA とi表てあろうと形、定さ 1γどいる。今nJ]~試したずJミや\J:および

!黄色一!二の滋樹の形態 (J，一般にきがめて鎖似し允校二徴i.右していたので， !Thî:l.壌をイみして吉会ずるととに

ずる心

PtBJ\ f:J\Nのうちで，穴*~I二壌(設A 辺一L壌〕の妥結ニL (Am(R1) wD はきわめてけんち J な i詣糸~A読の

3否決:が.9\1られ fι 穴水 L壊の表rf.~1J:.\ふ{也の亦-g，j二およびFL千'五十v と比べると car bon t'iì1な~~が奨

く , rい肉l:ï司ljß附7古HκとιJ股腐収!;.]紛肘E日3一のjむ1方か熊許玄t厚;の i而古而で〈ζ.~ ，は土予 Ci川るLμ!パ/

ζ と改汚脅総控土お〕コa よ こびトK イ全0:凶M三万引潟l

い相途4安?示してい fたW叫心 ζ のような穴/木Jdと許.jj譲誌のヱ表<1腿滋戸ゴ1 (の2刀3潟綬摘[(ιの土づ))形予銭f的i巾ヲな特f徴攻引lば士丸， さ余仕』縞勾和絡~r燦波の?池出!げH卜}斗率牛くがこ多g多ユ少{低i氏2 

い (Hí.O即カ) こ 2 ♂以l外 lは主ふ， 百第 2 裕械i岳引〉でよ送述d主:令え}土犬夫そ:. BA I\"iL壌の Am)弱とき~)めで類似し?と傾向在;f、していたと

いえる。したがって，穴水 i;壌の表ND:+. の Fi'íl\i[[Q)形態の特異'fij (;1, BA l¥'i 土壌のj吟!?と問機iと繭糸約の影

響 lとよるものと法わj した。

その.ffh の'Jir~のノ;j\~t，土および誌で14ーとの潟備の rël~o~ì'ζ っし、ては，褐í2森林 1二こ 1tべると!;<のような特徴が

認められた。腐植のおi成の iiij では，会J自 !:B 潟村{のおIJ ， tlネ U:2令、.45労で，れ 2 線引の未熟な潟色森林ニ士の場

{:}と!日]様一亡、あった。会WiiÎi自般のお1 n.l~t:tl'ま炭層二十三ぞ (JjJ五く (2..12%) , FMliまどさらに減少をノJ' した。手弁務

r.!-:i める ltW. は traceハノ約2096で， 35 くの!品会主jiイ?閥横肢の r.Eïめる比率iまきわ

めてノj、さいといえる οnijj世引の褐色濃村、土と比絞すると，政''1主主潟市Û(c.i)jl!lll\?f_ (8-，，19泌)は大きな納よさが

1もられなかったが， J!iJ: N当ャ i二ジ) Gh!Cj 11:, (0.07 、 -0叫 56) はかなり存五かったの ま fこ， 一下j認;上の ChlCf 1七

lふ表腐)とに Itべるとちらに減少を:ノj日/7\:0

ついては，次のような特激が誠められた。波紋および会開総般の主~UJ? いずれも

P+ 

O仏. 50~0. 8f), 1衣ミf (は正0 ， 15."心G仏.2釘7:ÞおJよび 0.1路6"〆心0. .26 をη示:した O 乙れらの{引丸)ÌÎj-):長引の ftb f:~:.森林 i の対応す

る :L:t泉裂に本目立する 133 '1;'1一 u案。J場合と近似した'fiflî といえる。

また~ )，技縦および会夜桜U~是正) J log k1 t: Rf (ま， それぞれ:f:J怠ないし主 1)めて有足、 i" i~. u) I[:f. rJi( m !J，司法j

係が2，01められたが[ド!日誌式!こぶされた，;110支払のほ F;こ対抗〉する IU の明大はきわめて庁、ざし 前線引

の BB 0'LL壌の場イ?と!ま lま!日j様で;ちった (Fig. -1 :j;; J: び 5 '}J吋ü) 。

J:tJ Q)上うに， 赤字1i 占およびUi:i" U:~J_~.の i詩情の形態Lt.， 3~1fi1 U:¥ J商事j(iおよび全協梢M'o)約 Ihヰ〈および Ch !

Cf iむがいろじるしく小さい乙と，泌 f[t'[ 控室'i;r P:tへ.pH Q) P fj'1限切に隠し Rf が小ざい ζ とによって lj寺

徴づけられるといえる。

赤色、 iニおよび茨fちがま， l';'.ßのように p いずれも r~l?NI 援J切にラテブイトi'f:jfj: Bil を受け允古-=L撲である

が，その合成は?ととして，荷主\1r!， ド lζ おけ心主主/主の影守?によペてル成されたものであろうと撃者 l主役注し

ている。一般に，赤色[および.ð'if~'， Lでは1:([/lーが沈絞的 t~~hJなために， .U~iこ対する純物滋{本(有機物〉

の供給lr~乏しししたがって災総のJ1Hft(JJ;ない。また，乾料ーの水分涼墳におかれているため iと 1 竣微

されヲ民イピl の五[j fi jデ妨げられぶために 1 "，せの褐l!::J蒜;1+: :I， (})1もif? と [HJ絞

に，府組fh過程はた熟な t3l"Wi' 1:' とま; /J"':.れているものと辺、われる。
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.J loV /-.:2 は 0.76 ..()亀 90 ， Rf 土 O. j 4 .0.17ャ'. , d .l o芯 711 (土0.71'.0 '78, R" Jí叩司信駿{丸

d 10));!?2 i:t 。‘ 67.- 、.6!og k1 it fL ')7. ..0.6:1 , p，(....._p ι 杭i 防長 i 土 pK熟な段l十({ft;JS 之ι こと 0::'~J~ し γ了 t. 、

IJlj ;J log 糸のえX.: , 側全 0) Rf .. 0.75宅 Rf (土 o、 25"-~O. 31 であったり iノンジ j' .1議 Lo) I\('--' ，P 十

A log ﾃ¥ \まそのEf そのト.L 字誌4)の校~1:自治:村、ゴポコメ、は;-7 乙 友;J !;~~ :，こ持 i ヨサ (ì .Bn :0;:). -})-立と lLーで

とIT11L:rUとほ;ょ相当ずる。

く lと大きる 什がi}1 Ca 閥抗絞 -Jß 俗信料測を illぷ IJつが{~{，~から， L ンジゴげミつは，

る 1， ';7;てら;二 Ca '.I ~-γ品店百円安がが:仁、 iお伯作ノ))泳おなす r とによえヲ

pH のサl~，: c外!?Jコし ~C ~ 5'1見 irl ら剖 10) は q 石イー;'((rlJ末、「る f J支(九十日:の ν/ ンジナ様 γ)

ソ災えの fJ] I)JのアノνプJ総として，その滋{じi出とzjl 憾のJf;m~の疋L>;多 /i: 切らう:.:しずいるひかれらは，

Ca !: ;こif..すリ tLの語}，fdこは，附札!t! U交の 1t_~~ 、恥I'í肢がうl )[/ド燃ととも;、~ J;[:'!iミ総し，

'1 、hlT.には !f杭;'{長ぷ土 j決午、ミ
州予あかはり Î'r，iJ し 1 会IJ 口、でがií干し~ J~Y:f.-iJ.\it閥抗後 H. p ;)'1，仙台おれW'i交付 1ヨ

あると L 、A 最古 fチおザli~0Æ'が! • ~~-; , 話術院の之介\ftt%成分と づ .jcíl!':，! iとがl_j ~ ~" : 
ノ、、し"

jうむ JiWt/I r う河土:f~~~);引な1 1 ;生手 1;なの 1. 改(了あろんら J注 fll;.;エうっ今いl

J. / 
v 了間続 [l :!V';lr; ユ〈[、 iι'J "、 !"-)I: むよ'1[;を~}‘られl唆の波オヮ

おわり iこ10 , 

っし γど。〆で ;nぞれパのとのね1\(土 p 足立与と桜) ')泌占記込1、ぷf仏c，守1γ山4fzゴ可:!~ 'J. l店ι'1土l!渋t

形態!'(]な特徴てついナ):.0;べ允もの字、あるの:さ弓;、品、前似4) 字司王 L t) {};もうと 9 子、;. J)夫 i'LUO)担主任問

にするご{とがでふ f o 

この!日[父O)J弘行 Jζ多ん，~ 

J 、この自r)'t~~J.， 策 1~1" (.i) t%l 'U.:r.� >どよ務 r 111ζi I なわヰ;) fii~'; 〆よ終才、

I母Liこ} Jl 、からの i治 X:l~.:)': .:11:て「る。をい i~:. だいた機関文liHミ主
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Studies on the Humu語 Fo:r臨 of [i'Otest SoH III 

Hu徹日s fo:rm of the black 悌H， degraded h1眠匙附i!， :red 

8oil, yeliow soil and rendzil1.a-1ike soil 

Hiroshi J(AWADA(¥) 

1 叫 111trod唖ctiol1

The wr羡e1' d巴scribed the humus forrn ()f the hrown for・むst soil , lhe nwst 1'epres巴ntative

and wideJy d罇tributed forest soil in th.is country2l.γHe w﨎he5 to make c!ear the hurrms fonn 

of the hlack: soil, degraded black sり11 ， red soi1, yellow soil and rendzina~like 50i1, 'I、he features 

()f hUlllUS form 01' every so� group are dìstinctiv日 and t111ヴ reflect thei1' fo1'm絜g p1'oc郎日‘

2. Selecied soìl高

'I、11e location of th記 selccted soils 﨎 given in F刕. 1 and the繒 site coudltlons a1'丘 brieíÌy

stat日d ﾍll Tablと1.

The w1'iter temporarily subd�ided the black soil group 匤to two subgroups, 1. e. the black 

so�1 and the degraded black soH, by the foHowing differences ()f color of t:he.�r A hor�on: 

The hu日* of A hOriZOIl of b�h subgroups 18 sirniIar and it hf、 Jongs 1:0ηlainly 7.5 YIミ and

partly 10 YR, wh日reas its v心ue/chrorna* is 1 ‘ 7~，2!1，.2 11l the i込山市出oi! and 2/3 or 3/2 in the 

d日graded black soiL 

The wdter 絜cludes the soi1 wh.i.ch is observed the color dcgraclation in only ib suτface 

01' upp日r horizons i11to t11e clegr乱ded b1ack 'loH groupも

Among the seleded 30í18, the followillg is unique and woJ:thy of note: 

'J'hc l11OS(: parL of Shionom.�saki. distr�t i8 covcred ¥vith th日 rεd soi1 frmn gabbro repreｭ

sen�:ed hy Shionomisakl 1-' 1‘〆1'11 日 dístribution of the black soil is extremely 1�mlted occurr匤g 

only Oll the lower mar�e te1'r乱ce. On the primary rn匤eral compO'l咜ion of Shionomisaki. 1-'2, 

tbe represel1tat咩e black soll in th i品 distrkt， stated ln '1、able 2ヲ ahundant rotLed pumices 註nd

a few .\/01ι羽lîc 記 lassω 詰uggest that it is frol11 Onj� type volcanic materialをし Moreoverj its 

rou�ed quartz particl ，沼 imply I:ha1 lt is from 日econdary sediIIH汀11: 8.

1、ho write1' founcl a soiI with weaJdy basic reaction from limestone a1: the top ()f Mt. Ibukし

'1'h巴 distrHmtion o:f such so精 is ext1'emely lhn.咜ed in I:h18αnmtrv excεpt .� Ok匤mva 﨎lancls. 

1'he soil n乱med Mt. lbuki 18 A.C soil frmn limestone with well dev己lopod ， blackish brown and 

hUll1US rlch A. horizon 町 1ts hav.�ng from neutral to ,veakly basic reaction , extremely high 
!'ates ()f exchang悶ble Ca 幼tm叫ion and effervf駸ces with HCl at A2 11or12011 are notic時ble

(日間 1三Jble 3). γhe wr咜er tempoj"乱r i1y class凬�d it 絜to I:he renàzina-lìkεsoH~ nlor己記xplidtly

th日 brown rendz絜a-like soì!, after KOBlENA引A

Received July 23, J9'15 

(1) Soil Survey Division 
本 After Munsell s�l color chart 
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3目 A:nalytical rnethod 晶nd 邑lassification of hurnic 晶cid

1'hc analytical method ancl dassification of humic acid are t11e same 呂日 those d日scribed i11 

Part 24). 

4. Cl:ternical property of 舵iected 品。ils

1'h己 chemical properties of the selected soiIs a:re set forth in Table 3 

1'he rates of exchangeahle Ca and ~叫g saturations are relat�ely high in only A1 horizons 

of Niimi P17, Niimi 1'10 and Yamazaki soils among th日間lected bJack 註nd degr壬lded black 

soí1s , and they sharp� decre乱se from surface downwards. They are 10w throughout pro五!日S

with 乱 few except卲lls as mentioned abo'1ε. '[,he "vriter3l pointed out t11at th芭 dfect of th臼

topographical factor on the ch芭mical property of soil, L e. the eluviation of bases from the 

ridge or upper pa1't of rnounta1n slope and the ilIuviation of tllEうm in the 10wer part of mOUD値

tain slopεor valley il.OOT , was vague on the bIack soi1 group. He subdivided the black 80il 

group into t11e exchangeable base rìch ，乱nd the poor types. A 11 ()f the selected black and degradεd 

bJack soils may belong to the latter type. 

The low organic carbon content, wide C--N ratio, low rates of Ca <lnd Mg saturatioll and 

low pH valus of the se]ect日正1. red and yellow soils with a few exceptions agree well w咜h the 

infonnatﾎ0n coni11'med by many soil researchers. Th巴 rema1'kably high carbol1 content of Am 

layer (Jf Anam坥u soil is unusual酢It is owing to the very well develo1ぽd !llyc色lí乱1 1ayer. 

1'he f1'om neut1乱1 to ぴ沈akly basic reaction of the rend:dna-1ike soìl, ML Ibuki, 18 ment卲ned 
abo'1e. Its '1e:ry 10w C-N rati08, L e. 9""10, are uniqu邑 arnong th08e of the fo1'日8t soil in this 

country~ esp日cially taking 1ts high altitude into consider孔t10n.

5. ]-まumus cornposition and optical pl'Op母rty of I:t現mic ~色dd (Result) 

1'he ﾌ1UffiUS じくJ1nposition of the selected soi1s i8 stated 匤 Table 4. 

The r乱nge出 of total humi.c and ful'1ic acids al1d C,,) fC raUo of A hor坥on of every soi] 

group are expr巴可sed in Fig. 2. 1'h08e of th巴1'ed and yellow so匀s ar邑 brought together for 

the叝 similar form匤g process 旦nd humus fo1'm a8 expla�ed below, and those of th記 b1'own

forest spil given in Part 24) are added。

''[he optical prop巴1'1:y crf humic acid 18 stated in 1'ab1ε5 anι1 the representative types of 

a bsorptﾏon sp巴ctra of humic acid � F竑. 3. 

The wr1t己T 口amed A. or P typ日 hurnic acids, haviηg a very weak and broad shoulder b且nd

即日 r 615mμ， A".~A ::t or P()へ♂土 types to clistinguish them from tYllﾏcal A 乱nd A土 or Po and 

P ト types， resllectivoly , 

The 1 i.near corre]日tion codìici己nt8 between d log k1 or j log 1<2 and Rf valuε of t110 fr 官官

and total hum兤 adds of every so1i group arεgiven in l'と\b]e 6. 1n 1:h1s case, those of the 

red and yellow soils arεbrought whereas those of Am layer ()f Anamﾍzu soil a1'記 F

clud巴d for i1:8 sil1gularity (Jf humus form (s色10 8) ー

Fγee 乱立d total humlc adds of cv 己ry soíl 広roup exp1'eê市 a very signi五cant or signif�ant 

ncgati.'1邑1inea1' correlat�n between L log 1'1 and Rf va]ue, wherea日 no s刕n��ant correlation 
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1s fOU11d betwe巴n L1 log k;; and Rf valuに・ are sim匀ar to those brnwn forcf;t 

t>o�1. 'fhe じllrves botween d log k1 and EJ valuo, addin呂 th03巴 of ihc brow 11 10r03t 

so匀 匤 1'a r1 2,1), 旦re expn、呂田cd in Fíg , 4 and S. 

品川 H祖E昨日ぉ form ()f the blaek 目。il (DIsCUS})ÍOll,.l) 

1¥ rnong the selected bl品川九 so.iJ.s. th巴ヒxtraordìnary' hl.gh carboll content b 1¥1 hOl了íZOOl1 of 

N澵m� 1'17 s口 ggests that � may be sirnil礼 r 1:0 H.;¥ lay日I二 lt，，; ranges of cx 1:1';]，.::1 印1 .humus, 

[otal humic add and a� solubl� hunms (f 1a) h<:刊誌 stron 只 rese汀!blance to those 01' H A 

l乱ver of the brown fOfest 8011 in 1'ax1. 2生

'[、he r註nges oi 記xtraじtcd ho口lUS and 1:01ι1 humic nci�. �l A hoγ I.Z0n 0; the bl乱ck 3011 except 

i¥J 01: Niimi 1'17 are 50ハγ 75ÇZ; and 31 ，59!ふれ却し~ctively ， '1、I社，v afe reT1l註 rkahly b.�g;her than 

tho~;e 01' A. hor坥on ()i tlw otller so� groups. 1'he rat刊 of じりηlbined humic add [h-(2 ト 3) 〆 1:0 

to1.a1 homic acid Ch.-(i 十 2+-3)) rangc from trncc to 乱 bo u. t 1:596 except B borizon ()f Niirni 1'17 

and A ゚  horizo口 of ShioJ1omisaki Tヨ where they 札口‘ポ)out 400() , 1'h己ír relatﾌvely Iow pH 

va!ues and 1りw rates (lfεxc.hang巴abl.e (二品目aturation s u.t_[京民、\ that thc Hl.Ost part of thむir com 官

bincd humL 以:Îd Hí 日 bt， 1ミ203 自humate (11 :1). ]、he rao記，"'.: () f C ，，)じf raL�o ()f A hodzon <Jxe 

0.7ヲ、 3. 59, 111 detai 1, !hcir range日 ar巴凸ver 1. 50 cxじcpt only those り f 1¥ b /¥8 a nd /\., horiZOl1f. 

of Shlouomis乱kî P2 where they are O. '19 "'1. lfj. 'fhos:'. of acid s�uble hmnus (f la) a re H.,. 
28湾問仁日pt A1 of N�.irni 1'17 and thcy inιrease f:rOlll surl 註じ巴 downw乱rds ln cvcry pro五lc.

The nl.Ost part of 1'1'ee and total hllrnic ackb b忠]ou広 tηA type. The叝 rangcs of L1 log kゎ

d log k'l Hud Rf value ，-:r色。ゃ 46.. 0.59 and O. 47 .(). !ï4, O. 58 ..0. 76 and 0 ‘ 56へ O、 74 ， i:lud O. 61.. ノ1， 14 

aなd ().68ヘノ1. 17, respectively‘ Comparﾎng thcse vaiue品 wi.t h thOS�.' ()f thc りthcr t vpc~~s of b U l1J.ü、

acid , .J.lo広 k1 are sりmcwh礼t dccrci;s;~d ， d log 11" an、 rf;jO_{j.lうなlblv dccre"srxl 乱 ud Rf vahl巴s are 

extraordi.narUy i口cn'i1 sed. 'rh日おむ facts suggest 1:.1'1位 T日rnürkably f:dv乱nced hnn1�ying process 

。f /¥. 1.ype than thal: of 1.he othcτtype hurnk 日c.ìds.

Vfマ-y sl gnif�a nt ne~.s註I:Ìve l� ilcar co勺干IatÍo)J �.s expで巴ss"，d in frc~日 and to'tal hU.n� 品仁ids

Th巳 rern_日rk呂ble incr円lse !,_)_f r~f v日 lnü (りどresJloHds Lo the dccrcEs�' of .J j()又 ft;l i n the regre日sion

curve betwcen thern of the 1コ laじk ;;011 than that. of lhe othcr (;Oi1 grrJllps. includ絜g the brown 

101'己st 日。i1 in .Part 2-1';. ;:'1.口 d lS ¥Northv 01" note 

Snmrnn1'ﾍzing thεγesults descr�ed above. the dlst�ctivc fe孔1:11 re:', of 1m rnus fOl汀1. of the 

black so精 af位 most sha.rp1y exprcssed in i:h�c or i.ts ;¥ hor坥on and thc:v m日己ぉ foll0\vs:

The extract収1 hurnus , espe.cially , t川 al hurnic 訓 jds 品l)(j the Ì11crcas心 0 1' Rf value corre~ 

sponds to 1:he d印;rease of L1 log hj in thc regresdon CUTYC betwγecn. thfX(1 are rerr).arh乳bly hîgh ‘ 

The most part of fre記 alld 10 1:呂 1 hum兤 acids bむ1011g to /¥. typc. 

'fhc viriter Gubd咩�.c1ed thc black 剖}U i 口 to th 1'日e group; by i.ts diJ祥It'UCe of 11l1JTlUS :fon日

in hb preVi01.18 \え'o1'k3 ) ， but the 品nalyl:ical 打Jethod uscd w乱s noi all th日 sarne fL3 t'hat: lJ巴eô in 

thi目、vork， 1\.111口ng them t11己 Group 1 wh日re the hurn_ifying procι，'." 15 mの8t advanc日d 仁 orr('.""

日pouds 1:0 the black soil ﾌn this wぐrrk ，

I¥.uMi¥DA et a!.1J.).12J stated th日t on the blnck soil t11c huml丸(:l(ぷ:日 in i!出 A ]Jor坥on weてe ;¥ 

typet \v11巴reas A., 13 日nd P tYIJf:S may occur i11 5ts B horizり n ， 'flH'; dornl.Dance of 1¥ type 13.111刀k

acld in i.ts /¥ horizon W,lS I:.h 日 distínctlvc 1ea tur巴 of the bla仁i王 s: iL '1'h巴 \vriter lsτεsu.lt agrecs 

well v吋th the叝 匤1'ormatioIl. 
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On the hur日us form of 1:he volcanic ash 80il*1, its distlnctIve fcatures were summar坥ed 

as follows in comparison with that of t.he other soil groups: 

The organic carbon accumulates abundantly, fr忠告 humic add (h寸) 1s very abundant and 

combin巴d humic add (h-(2+:'3)) is rar巴， the polymerizatioll of hllmic 日正対 [1. e. the decrease 

of A log k (log k.oo-log k600)J is advanced and Ch.!Cf ratio that increased according to the 

advauce of w巴athering process of �s parent material is remarkably large. 

Th巴 geographical diff巴rencむs of CI1JCf ratio of the vo1canic ash soﾎl 罇 controversial and it 

1S a problem awaiting solut¥on in future, but those distinctive f巴atur己s ()f its hums form agree 
well w1th those of the black soil as a general trend. 

Some agricultural soil research巴rs attachcd an importance to the eHect of allophane on 

the formation of sp己cHic humus form of the volcanic ash 80i1. KYCMA and K~WAGUCHl 18) pointed 

out the catalytic effect of allophan思 on the oxidative chal1ges of polyphenols to d品rk-colored

polymerized humus-like substal1ces. KUMADA et al.m found the acceleration of browlling r悶p

tion of pyrogallol, catecho1 and hydroquinone by allophane 呂nd alumillum , the forrnation of 

complexes betw民11 a1umin1Jrn and thos記 reactants and the absorption of thes己 browned maｭ

terials by soil substances. 

Those m.odel experïm巴nts suggest th前乱lIophane p]且ys an important part on t.he abund品工lt

humus accumulatioll and the advanced humifying process 1n the volcanic ash soiL 

1n the writer's opínion , the agricultural so匀 res巴archers were apparently 111乱king a t1'ial 

jo eluddat巴 the 11u江:lUS fonnation of the volcanic ash sol1 wlth the interre1atio11 between or叫

gan祥 mat1紅側pply f1'om plant residue and its decomposing process und巴l' thc current climatic 

conditions with sI刷、ial r巴ferenc日 to th日 catalytic act卲n of alloph創刊剖 a general 1.1'cnd. 

A.gainst them, KOHMA , KUROTORl and the wr羡er17l pointcd out that the humus form of th巴

non-alloph乳nic (no介volcaηic) black soil in Okinawa islands strongly resembled that of the 

volcanic black soi1 mention、ed above. H己nce， those facts suggest that the agency of al10phan巴

on the fOf1:nation of sp巴cìnc humus form of the b]乱ck 80i1 is not always necessary. 

KUROTOR[ and O!lMA5AHl stated th呂t the g巴nesìs of the black soil accompanying the red soH 

111 north Kyushu ìs 乱s foHows: 

Th巴 accumulation of organ祥 rnater�ls derived m註inly .from plant 向島idu巴s at the waterside 

and p乱rtly from orgωic mater�l brought by rivers Of streams. Thes巴 organìc mat巴rìals

m�ht decompose at 劦rst in the water unde1' 1'elat茁ely ana♀robíc conditions 乱lld become, upｭ
liftむd ， and drained, 1.11i8 p1'es巴nting the f記atures of the curr巴n1. black s011. Though such bl乱ck

soil cont乱lncd a 8111a11 品!110unt of vokanic 品目h with a few exceptions, th巴ir c.hemical prop日rtie8
wer記 similar to thos巴 of the volcanic ash soi�. Furthermore, they round a wid巴王:Ustribution

of the black soil from "im兊r form絜g process a1. upp巴r tenace, relic alluv僘cal fa l1, basin , 

valley 虫oor and peneplain in otheτdistrìcts. 

The form匤g procc日S of thc hlack soil i8 no1. ye1. c1ar.i品以1 and 1'emains controversiaL The 

writer attaches a grea1. 匇portance to its extraordinarily unusual regressioll curves of humic 

adds between A log k1 札口d Rf value from t110総 of 1.he other soil groups in Part 2~4*2. 1n 

キ1 The volcanic ash 悶ìl i5 a180 named the 111昌ck soil , ando soil. kuroboku 50� and humlc a!lophane 
soi!, etc. in the agricultural soil classificat1nn. The category of the blaむk soi! � the forest soil clasｭ
sìfic品tion is rather more hroard. and it includes the soils w咜h black colored. humus in their A hor�on 
from al1y parent materials. Hence, a part of the hlack soil from volcal1ic ash corresponds 1.0 the vol ‘ 

canic ash ぉ01 1.

*2 Part <1 w匀l soon appeaて in this Bulletin and it wl!l deal with the humus forms of the dry and wet 
podzols, dark red. soil and miscelluneons soils、
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the writer's opiねi引n， the singularity of hUJ11uS form of the black so�1 w澈l 8upport the v�w 

that it8 forηling process wil1 be d�ferent fro[[l 1hat of 1hc other terrestrial 80il groups under 

the current clìmatíc 仁onditioIl，

A告は乱ted above, 111品ny unむ.1ucida l:ed problems 011 th日 formìng proce日S of hUlllUS oJ the 

black soil are left，註nd the writer hop日s to advallce the study in futllre , 

7. Hum日時 form of the de耳r晶ded black 胸iJ (Dbcussiol1 2) 

The ranges ()f exiracted humus is about 36ハ ~549';; in the selcctcd degraded black soìls, 
and no de品r differen正日 1s found b巴I 、V色en A and B horizons i [J every prol精e. 

On their A ho1'izon九 the 1'ange of 10ta! humic acld is 19.<, 2096 and that (lf C/,)Cj rat卲 is 

O. 74r -., 1. 14 and they d郎、rεase from. sllrfac巴 downwards. They are lower than those of the 

black soll and they are simi1ar to those of BD(d) al1d BD soils in Part 24) , The 1'ates of comｭ

bil1ed hum兤 acids (h..(2 +3)) to total humic、 acid 1'ange 7. , 4096 註nd they increase from surface 

downwards in every pro五le. 守、he rates of C乱闘lmmate (h..2) to combíw可1 humic acid (h-(2+3)j 

品re ﾌl�h and it reaches about 4596 in Al 01' N劦m� PI0 wher巳 there � high pH value 乱nd h�h 

rates of cxchangeable Ca 旦nd Mg s品turations， 1 n other cases, I 品king the 10w pH va!ues and 

rat日S of exchangea bJ思 Ca and r将 gs品turation ﾍnto consider乱tion， the mり日t P乱rt of the cornbined 

hmnic acid would be R20a-humate. 

On th巴 types of humic 以;kl ， A , A 士， B， Bニiニ and Po typぼ9 乱r申 found and A and Aゃt:ypes

are lllost dominant 乱mong them.. 

On i¥ and A 土 type humic acids, theìτ d log 1<1 and L1 log k2 correspond t口 from rn巴diulYl

to upper 1日vels and Rf value to th巴 !ow巴r level of those of tbe same types from the hlack 

soiL 

On H, 13:!: ancl 1'0 type hUl1lic acids, L1 log k1 and L1 log k2 乱re sﾌm精ar to tho日記 of A and 

A土 types， wh巴reas Rf vaIue is som巴wh品t dec1'eased in the following order; A and A::t>B and 

お土;三;Po・

The free and toLal hurnic acid目。J the deg1'adecl bl註ck soil g乱ve a ve1'y s.1 見nHícant negative 

corr巴l乱tion between d log k1 and ra va1ue, rcsp巴ctìvely ， but no signi五cant cotrelat1.on beれvεen

.J log k2 and Rf value , The regress卲n curv日目。 f free and tota1 humic acids ar巴1'at11er sil11.ilar. 

1、he ÌncreasEモ of Rf value corresponding to the d巴仁γease of .J log 111 in the 1'egr巴ssion curv巴

between them is less than that of the bl迅ck soil , but 咜 is closcτto that of th巴 black soil than 

that of Bo(d) and BiJ so�s � 1'art 24). 

すhe humus fonl1 of the degraded black soi! is d�tinguished from that 01' the black soH 

by the following features: 

The ranges of extracüう【J humus and 1:otal hum兤 acjd arc low , I.he type of hurnic acid 

bc10ngs to 13 and }'o typ巴s 匤 addition to A type , the Rf valucs of free and total humlc a正i.ds

品re less than O. 6, whereas H!ost of those of th巴 hlack soi1 are over 0, 7 an王1 the increase of 

Rf value correspond匤g to 1he decrease of LI log k1 � the regγessi.oηcurve betwcen them 﨎 

10w. 

Cornparing the humus fonn of the degrad酎1 black soil 同d.th the feature芯円f humus fonn 

of BD(d) alld BIJ so�s i口 .Part 241, although no clear clíH色r巴即日 ís fou凶 on the 1山τ1US couposト

tiOll , the following diffcrences on the optical property of humic acld 且re observed: 

The types of humic add of the d日gr乱ded black soH ar母乳s stated above, wh日reas those o:f 

Bll(d) ancl Bo soils 旦r巴 P土へ'P1\十 types. As a general trend , L1 log k2 decrease and Rf values 
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increase in lﾌle degraded black soils. Rf value corresponding 10 the decrease of d log k1 in 

the regression curve between them increa自己s.

Th日 features of humu.s form of the degraded black soi1日uggest that it is closer to those 

of th己 b1ack soil than thOSi三 of the 絜termedi.ate betw巴en tbe black soi1 and 13n(d) and BD 

soﾍ1s. 

'l'he distr兊ution of t11e d巴graded bl乱ck soi1 th乳t accompanks the bl<lck soil � qn�e pτevaμ 

1ent. ぐfh日 degraded black � often inc1uded into th臼 black soil i11 th邑 fo:r巴st soil surγey because 

of its close p1'o五1e features. 上Jow日ver， in the writer's opiniol1, the abov託子mentioncd c1ear dif司

ferences of hllπ1\1S form b日twe巴n th巴 two soils connrm th巴 prop1'iety 0:[ the subdivision of them. 

The writer subdivided the humus form of the b1ack soil into thτee groups in his prevjouI1 

work3) and Group 2 was 8upposed to be 日ither an intermεdiate where ther記 W悶 degrading

frorn the black so� (Group 1) to thc brown forest 80il by admixture of newly formcd humus 

from plant residlles under the current clirn乳tìc concl羡ion or the soil where I.h日 forrning ﾍactor8 

of the black 日oi.l would not su!ftciently affect. 1、he humus fcrm of Grol1p 2 seemιd to be the 

int巴rmediate bctw関口 that of Group 1 and the moderately moﾌst"..wet brown forest soi)s, At 

tha1: t.ime the degraded black soH in this work was not subdìvîdεd. Jn the wriV,:r's oplnion, 
the Group 2 corresponcls to the d，ぅgracled blac k soi 1 幽

However th巴巴lucîd '1tjo[) ()f the fo1'ming process ()f the degradcd b1ack so匀 i8 OIJ日 of the 

problems awa羡ing future solu iÏ oll、

8. Hunu掛かrm (lf the red al1tl yelJ岨W 蜘ils (Discじ$呂ion<l)

The red 話。11 is the relí仁 soil lonned by the lal:erit� we乱thering dur�g the w日rm P<ザiod

in geological age, i 叶札 the old dil u.vi託1 age ‘ AJthough the fox‘日J.ing pro仁むSS of the yellow soﾌl is 

not y巴t dari品ed it 18 presumed to bε 日ímilar to theτed soil. 

1'h巴 writ.er discus誑 both soils tOIばether because of their strong rιsEmblance of fonnilJg 

process and humus form. 

ArnOIlε the 自己lectcd red and yellow soils , the surface hofﾌzon of Anamizu soU (Am l'1yer) 

has a very well deve\op記d rnyc日1ia1 1ayer. Comparing its humm; form with th'1t of the other 

1でd and yellow soi!s, its remark旦bly high organic carbon じontent ， 自主traordinarily high C"jC j 

ratio, low 1''11:e of acid soll1blεhumus and typ巴8 of humic acid which 旦r巴 Rl' EncI Pu types exｭ

press its di日tinctive ﾍeatures (seeγable 3., .5). 'fh日y show a very simi1'1r trend to the hUJ11uS 

for111 o:f Am layers of BA soils in Paτt 24) e叉ぐ思pt its τelati VE 

gularity seerns to be owing to th合日ffect of the myじ巴lial layer. 

TI1記 distínctive f巴atures ()f humus form or the usual l'ed and yel10w soils Erc as follows: 

I、he range of ext.racted humus i8 20 ".45;% and it is ()f similar .level to that of the imma帥

旬開 brown foresl: so鋹s. That of total humic add i8 very low, .L e. 2".12;%, and 羡 dec1'eas巴S

ﾍrom. surfac記 downwards. .rhe r'1te of cornbiwコd humic add to the total humic acid is tracc'.. 

209'; and it is uSllally very low. The range of acid soluhle hurnus �8 8,,, 19伝 That of 

ratio of surface ﾌ101'izon ls very low , i. e. 0.07へ.0.5G，丘nd it decreas::cs :frolll 8U工f旦ce downwards. 

The types of fre巴 and i:otal humic 乱dds belong to the subtypes of P typ巴， i. e. P土ヘ.p廿岨

Th巴ir rallg巴S of "1 log k j, Li 10g !?2 and Rf va.1ue ar出 0.50へ 0.69 and 0ぜ 48.. 0.64, 0.63ハ .0.88 anι1 

0.50へ .0.85 and 0.15 .0.27 乱lld 0.16....0.26, respごctively. They 旦re of s匇ilar level 1:0 thos日 of

BB soil in Part 24下ひrhich is th巴 corresponding type ()f soil i n th色 brown forest 80il groupφ 

The si只nincant or very sign��ant neg日 tive C01'rヒ1atio ns are gi ven between A log k1 and 



体災 Mucr主1 ずるií!lやちß 3 _#，長(:iυr/Il) -
ev m吋j

.Rf value of free and to1'a1 humic acid日， respectivcly， '}、he Ín<T日ase ()f lH v乱luc 仁orrespondillg;

to t11 日 tlëCYí'丘 se of A log k) �l1 the rcgressﾍoL1 curve lwいveとれ t11 巴1'n 18 very .3TI"!al1 and 咜 � of 

詰irnilar Ievピ 1 to that of BH 日oils.

Summariz匤g; tl1e rcsult:s mentioned above , the humus iorrn of the red and yぜひリw �10iJs a.! 白

character坥ed by th必îr v日r)i 10¥-¥-' -ranges ():f extracted hurnus trnd toi 臼 1 hun1.ﾎc acid~ 10¥'<;-

rat卲s and lH values and P" 〆 PI十I.ype hnm� aιíds. 

111 the w riter'~， opinio1]唱 the hurnu日 of the red 乱 nd yellow 50118 b Jonned fro汀1 mainly cuト

rent plant rとs 1_dnes j も;vhere乱日 thcìr parent mater七tl日 wcre affected by thc relic lateritic weatherｭ

ing; b the 社ge. !¥s a general trendJ thclr pOO1" accはIll ulat i.on oJ 11umu日 i日 due to 

their po臼r VÆ-:g:et乱tiou and 乱nnnal 日upply of pbnt lTS.idues. .Fnrth色rmore多i:heir nr.� nloistnre 

regLrne <:11正氏、 kぉ their organic rnati.er d収、ompositívn and ad va 日正 e of humifying pnH:e ,;s‘ 

'}、h色 prev[ous papers on the hUlllUS fonn ()f t11e red ,md ye]�ow soib 乱I 日 Vι、ry f日\V. KUMA))/¥ 

et al.l1112) poí仁tl: ed out th乱t the type of hu 吋1ic ~t仁 id I)f the red soiJ í日 maÎηly Rp ty 口弘 The pγe町

sent dat乳 do nol: we]J agree with thClll , 

9. H現時1日自 form 01' the H'llilzÌ1城、.1lke 制)il CDi臼cusslon ..4) 

Th巴 ranges {)f exl:ractcd humus and l:ota1 hurnic acic1 <lre 品 48% and 205ふ rcspectìvely ，

The range of ratio is O. 70c~O. 78 and t11at of acid so1nl必 humus 3..11 タふ ηwy a1'e of 

slm�1ar leve1 to that of BD so.ils in Part♂?に whereas the rates of combi訪日d hum� a仁川 to t11t‘ 

total hum1c acid are '?ory high, being 50'~80守九 Furthむnrwre、 i 仁 﨎 wurthv 01司 nol日 that th日

lllost part o� thε comhìnむd humic acid , i. e. 70 、告のお， b C正，-hunmte (h-2) , 

'1、hese results suggε'11: that the ve:ry abundan 仁 Ca-Ìlumak and i ts do廿linancv ﾌn the comω 

hlned hllmic acid a1'εfound onlv in the soils whkh are from nιu tral ¥:0 \V日akl v basic aud 

almo只t cのmpletely satu! 乱ted with cx 正:hangeable Ca. 

'J、he types of humk acíd 乱re R" type in free hu百)ic ac冝 and Prド、 p土 typ己 ill fr削王十 Ca

h日汀mte (11-(1+2)J and tot札1 humic acicls ‘ 

。n .R" type humic acid , the ranges 01'.J 10g k1, d log 112 日 nd Rf value 品工己 O. 71へイ). 78$ 

O. 75-~O ， 90 al1d O. 41. ,,(L 17, rι、SJx'ctîv巳1Y1 乱nd h己nc巴 theíτhllmifyíng process 18 sti1l Îmrnatun七

On p"..， pベト type humic ac�. tﾌleix rang官官 。 f d log 111, .J tog R2 and Rf value are 0, 57-

な 63， 0.67"..0. Ti and 0.25ヘノ0.31 ， nう日pεctîv e1y. Compar1ng theix .J Iog k1 and .Rf val.lle ¥vith 

those of th巴 same types �)f humic 乱じid from BI、 (cl) and BD so�!s in 1弘 rt 2'! _) J HJ valnes coト

respond to the 10¥ver level and d log R1 10 th日ir upper lev記L

FrOlll the ahove-mentioned rむ日u1 1.8 ， tJw humus fonn of rcndún仕!i1<どおりí1 ﾍ.s chaγact日rized

by abunclance ()f Ca-burl1atc 

K.UMADA et al.~川。、 found t11 去、 foJlowing relatiol1 between the transform��n ()f hUnluS forrn 

and th日 adv札口 ce of soi.l fonning proc巴SS 011 the rendzìrla~lìlζ色 3011:

Sm品II 乱立:lOunt o:f imm乱ture hurnic acid cOl11bined with Ca wh兤h 﨎 乱bundant in so�1 acｭ

cUl11ulates together wìi:h 乱 blll1dant fulvlc add 乱t the early stage. of soi1. fo:rrnat卲n. '1、helr free 

humi.c <lcid is Rp type , whereas tho comblned hurnic add is B typ日、 111 1:1 1 ヒ目。 11品 with nεarly 

nelltτal reactio!l where the1'記 i8 a more advanced stage of soil formatlon , tﾍ1e amount of humus 

ìncreases , a pa1't Gf hllmiじ acíd 1110工 e strongly combinεs with minerals , the humifY111g process 

ﾎs advanc正，d ， and the comblned humic acid changes to A type. 

Althoug;h the rendzim吋íke ;3o匀 described 且bove 1s 1n the nearly advanced :3i:ag官。f soll 

forn�g proceS81 the analytical method is not entirely the same 品s that of K,iMADA et al. , 
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its humus form does not well agr色巴 with them. 
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